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経気道免疫法による肺の後天性白働免疫獲得に

関する実験的研究 Cl）養

京都帝国大学医掌部外科掌教室第2講座（青柳安誠教授指導）

豊岡病院長医掌博士辻 井 敏

〔原宮市受附昭和19年1月6日〕

第1報 健常モノVモツト諸臓器及び血液は先天的lこ抗結核菌抗体（増容素）を保有するか

緒 一＝ E司
f.e.§に教室苧坂直彦博士は大腸菌に関して肺の後天性

免疫を獲得せしめんが為には免疫元を直接経気道的に

肺に接種す可きことを提唱したが，我々は今回結核菌

に対してもよ哀して斯る免疫注が有効でらるか否かを吟

味し，更に従来その目的の為に人聞に対して世上一般

に行われて居る免疫法即ち主として免疫元の皮下注射

法が，如何なる程度の効力を有するものであるかを実

験に匡さんとするものである．

皮下，皮内何れの注射で、も免疫元は結局空静脈内へ

注ぐJγ1.iXに木研究にては皮下，皮内と医別せずに免疫

元の空（頚）静脈内注射を行った．

抑々初期肺結核症は結核菌の全身感染に於ける部分

的の現われに非ずして，主として経気道感染に因る肺

臓自身内に原発績を有する限局性感染疾患であるか

ら，之に対ナろ免疫＇￥：的手勃乃至治療に向つては，先

づ肺臓それ自身に元結核菌免疫性を充進せしむること

が合理的である．

オ：吹引に於ても既に今牧，荒木（千里），街宣言，西尾，

際原，市川，小包（以日市内注射法）州及び苧奴｛経

気管注入話会），**I・専士等の肺臓免疫に関する諸業績があ

るが， lP.~に1920年（大正9 年） Besredkaの経気道的免

疫に関する基礎的研究発表があって以来，東西相飽い

で該方面の研究論文が多数に出T二．併し柿の局所性免

疫と全身性免疫（即ち血行性免疫）との関係に就て論

じたものは歪って砂く，殊に止慨に於ける肝，日専及び

骨髄の態度を併せ吟味したものは絶無と言ってよい．

此の意味で我々は経気道的対結核菌免疫法を施行し

た際の局所性，詳しく言えば其の側の肺の免疫（即ち

組織細胞免疫）と全身性免疫 （即ち血清免疫）と，特

に抗体産生に与ること大なりと言われて居る肝， 1理及

び骨髄との関係を吟味した．此の際後天性獲得免疫程

度を知る為には教室先人の業績に倣って既往反応に依

った．

烏潟名希教授は1915年（大正4年）免疫現象の新解釈

法中の一節に於てー度一定の異種蛋白質を段取，消化

し得たる広義喰細胞（其の主なものは網状織内皮細胞

系）叉はその後継者は，後日同様の奥穏蛋白質の侵入

するに会すれば，杏らざるものより迅速に消化し去る

の特性を有し，その結果抗体は局所性及び全身性に急

速に且つ多量に産生せらると述べられた．

叉 H.Conradi及び R.Bielingは1916年に至って

以前に腸チフス菌の予防後種を受けたりし個体が，後

日腸チフス箇以外の非特殊性細菌感染に遇いたる際，

抗腸チフス菌凝集素が大量に血中に産生せらるるの事

実を以後血清の既往反応（AnamnestischeSerumreak-

tion＇と呼ば んことを提唱した．

その後，弘軍充博士は此既往反応は同名菌に因って

一層顕著に発現するものであることを立証し， H.

Conradi及び R.Bielingの原提案を敷桁して同名既

往反応と異名既往反応なろ7二つの概念を分立せしむる

ことの必要なるを主張した．

而して教室小津茂， 弘震充，草島史良，永井亮二，

後本論文要行は，昭和117年11月8日掛5回近畿外科学会，同年同月29日京大紡核研究会第8岡論説会及び昭

和18~1"4，月5日努；21回日本結核病学会総会席上にl冷て述べられた．
叉本研究に対しては文部i':ifl学研究貨のf.1日助を受けた．読みて議I窓を表する．
州『市内"JJ<.ぴ気迫内抗原J安維のfill始的:I丹実験に沈ては， l、記の成:.t：：に記故がある．
(1) P. R白mer: Tuberculosevaccin. Kraus・Lcvaditi’sHandbuch der Techinik u. Methodik der 

Immunit誌tsforschi1ng.Erganzungsband. I. S. 334. 19ll. 

(2) M. Ficker: Methoden der aktiven Immunisierung ・ ・ …・・ー…－－． Kolle-Wassermann (-Kraus-
Uhlenbuth）’s Han<¥buch d. patho耳・ Mikroorgani~men, Bd.U, Hft.1,2. Ault S.135. 1913.(3. Aull.. S.84.1929) 
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山田評吉，烏潟高城博士等によれば，互主個体に免疫的

前処置を施した時に，之に続発して約1週間前後に最

大値として血中に現れる抗体は，共の個体力：既に免疫

t.ifr:直前に保有して居た免疫程度が新たに接種された

免疫元によって誘発顕現せられたものに過ぎないので

為って，決して免疫的前処置それ自身によって獲得せ

られたる後天性自働免疫程度を恭見するものではな

い．故に之を暫定的抗体（ProvisorischeAntikorper) 

と命名し（硲氏，日本列斜宝1萌，17,I, 46，昭15），比

の暫定的抗体が2～3ヶ月乃至それ以上を経過して，

殆ど全く血中から消退し去って正常抗体値に復した時

期に，改めて細菌感染を模擬して一定量の同名の病原

物 Materiamorbi （＝菌体文は其の毒物〉を血中へ輸

送するとき，此の免疫個体は同名既往反応を惹起し

て，対照健常個体に比しζ，時間的に迅議且つ量的強

大に抗体を血中に動員する能力を発爆し，此の血中へ

動員せられた抗体こそは免疫的前処置に帰国する後天

性獲得免疫程度と先天性免疫程度との総和を標徴する

もので、らって，之を動員抗体（Mobilisierte Aritikiir-

》er）と名付けた（硲氏論文同上＞.tinち
動員抗体量＝暫定的抗体重＋後天性獲得免疫体量

人後天性踊専免疫体量＝動員抗体量ー暫定的抗体量

として数量的に表現し得るもので，従って叉動員説

本量が暫定的抗体重よりも大なる聞は後天性獲得免疫

効果の持続期間でるるとも言い得て，諸穫の異なる免

~克乃至は免疫方法に因る後天性獲得免疫程度の比

~，判定には必ず此の方式に従って行わる可きことを

寺に永井亮二，山田評吉，烏潟高城諸博士が詳論した

奇である．

叉吾々は抗体産生の指標としては単容反応を用い

ニ．即ち1917年（大IE6年）烏潟名営教授は自ら考案せ

コれた沈澱計によって，例えば揚チフス菌（細胞性抗

わが同名の抗血清（抗体溶液）と同－i!音波の中でIi.

二作用する時は，泌集反応叉は沈被反応とは全く無関

長に，該菌体容積は一定皮膚加するの新事実を認め，

こを "Eine gewisse Volumenzunahme der agg1uti・

ierten Zellen, die wir mittels des Pr孟zipitometers

achweisen konnten,-.. ，.係と記殺せられ， 翌1918年斯

》事実を婚容反応（Volu伽inatio日）と名付けらるると

ミに，更に(pf~究を進められ， 1919年に亙ってその結果

’発表された．

続いて普通大腸菌（鳥潟，野机，舷膿諭布状球菌（

松倉）' D略脱，m.菌（野抗），結後菌（野拐〉，＝レラ弧菌（
上回），淋菌（中野）及び赤痢瑳i（藤木）に就て詳細な研

究発表がられ止ヒの新血潟学的反応（指容反応）は凝

集反応乃至．は沈澱反応とは会く無関係に発現し，而も

厳正なる箇穏族特異性を有することが立証された．而

して此の反応を発現せしむる抗体を憎容素（Volumi-

nir!）と称するのである．

，更に増容反応イムペヂン現象に就ては，日高，福間

及び鬼束博士等の業績があり，叉結該菌t酋容反応を指

標としては今牧，庄山，河田，硲，高安，福富， E草原

≫..び市川博士等の免疫研究がある．

また結核菌に関する抗感染力（即ち結核感染実験結

果）と抗結該菌溜容反応程度とは相互に連行するが放

に，甲を以て乙を律し，乙を知って甲を推定し得るも

のなることに就ては硲及び篠原｛紫自II）博士等の報告が

ある．

強備実験

実験材締

1. 増容反応用均等性結稜菌浮潜液

増容反応に於ては凝集反応等に於けると同様に，均

等なる菌浮世草液を以てせざれば，到底正確なる成績は

期し難い．然るに周知の如く結核菌は互に，穆清密集

し，個 に々府筋司せしめ聖書いのであるが，吾々は川村六

郎防士及び教室野抗，今牧，鬼束，庄山及び市川隠士

等の業績を参照し，一時に比絞的容易に且つ多量の均

等性菌液を作成し得たから，至宝に少しく詳記してみよ

う．

i 菌株：教室の宇野学士が東北帝国大空手杉村外科

学教室の鈴木千賀志学士から分与せられた人型結伎菌

ホモグネ・ PJレ －：；！－！レ．養発

ii 培養決：上記の菌株培益から念の為一旦 Hohn.

氏法に従って結核菌分離培養吉去を行った後，之を微弱

酸性（pH=e6.8)0.5%葡萄糖， 3%グずセ Pン加寒天

斜面培養主主に移殖し，約3週間後旺盛に発育した菌奇

を以て，徴弱酸性（pHキ6.8)0.5%葡萄熔， 4？占グリ

セ 9y加肉汁培養茶に浮泌培技を行い，培養恭は何れ

も37℃卵？遊中に静憧し，以後は4～5週間毎に之を

植え継いだ．

ui 前記浮世首培養法で3～4週間後l庄盛に発育した

‘Torikata, R. : Koktopr詰zipitinogeneund Koktoinimunogene. Bern, S. 143. l 'll 7. 
H此の御厚志に対しては吾Aからも杉村致授及び鈴木学士に衷心感謝の誠を体げるものである．
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結核蘭を培養容器の億60°C30分間加黙殺菌．

iv 0.85~長食磨水を以て 3同薗体遠心沈殿洗練を行

う．即ち内容約100括の金属製遠心沈毅蜜に笥浮務培

d 養主主を入れ，遠心沈澱法で上澄となった培養恭液を捨

て表り， 殖医の菌澄を毛筆で充分に搾堅持しながら徐々

に任意量の0.85%食塩水を注加し， 1分間3000廻転，

30分間遠心沈澱し，再び上澄淡を捨てる操作を1回の

「菌体遠心沈澱洗糠Jとする．
v 次で1叩ocの意湯煎中で30分間煮沸する...（Im-
pedin破却の目的）．

vi 更に0.5%石炭酸加0.85%食塩水（以下カJレポー

ル食極水と略称）を以て2回菌f本遠心沈殿洗練を行う．

vii菌澄を穂積製乳鉢（叉は使い慣をしたる磁製乳

鉢にても可）に集め，暴力を加うることなし約90分

間入念に菌塊を麿催し，各｛図菌体を開離すべからしめ

る．

viiiカルポーIレ食峰A＜を以て菌体遠心沈澱紘併と同

ー操作の下に， 1分間500～“】O廻伝， 5分間弱力遠心

沈澱法応依って，ム腐の肉眼的均等な菌液のみを採

り，滅菌脱目白綿層を通過せしめ，沈殿穏底に残存した

比絞的混大な菌塊に就ては数同同機の唇鍛及び弱力遠

心沈毅操作を繰返す．斯くして得た満治磁波は全く均

等性となって居るものである（此の項藤原済学士の御

教示を感謝ナる）．

ix 上記の均等性濃厚l京菌液の一定量を採れ其の

J.Occ中に含有する菌量が， 1分間3【削廻転にて30分

間遠心沈澱を行い，鳥潟教綬沈澱計の約7度目（ ］度

目キ0.0007cc）となる橡に，カJレボーJレ食盗1！＼を以て

稀釈した菌液は長時開放慨しても，箇体の自然沈澱量

は1鑑少であって，増容反応用に好適である．摘ほ，此

の菌液は濃厚［京菌液と共に常時氷室に保存し，使用に

臨んで毎時よく振重量した．之は約3ヶ月間使用可能で

ある．

上記の均等性菌液作成操作には2～3日を要する．

叉I京菌液作成毎に其の塗妹標本に Ziehl-Neelsen氏柴

色を施して鏡検し，爽線物の有無並ひ．に諸操作の確実

性を検討しf.2.

沈澱計は71'(銀を用いて厳密に度目を補正し，且つ了

型炉に洗糠，乾燥せしめ置きたるものを使用し全部に，

一体lニ前記の均等性7度目菌液の J.Occ宛を却し同時

同列に3000廻転， 30分間遠心沈澱して得たる菌、溢表面

が平滑で而も其の菌溢量の実験誤差範囲が 0.5度目以

下となる迄，告処験諸要智、jを反覆l吟味訂正し℃手伎の練

習を重ねたのであるJ

2. 諸臓器匡出演

i諸臓器脱血縁f乍

諸臓器庄出液作成にう色だち，共の脱血操作を完全に

行う必要がらる．吾々は比の目的に向って原則的に血

管内にカルボーJレ食温水を濯流せしめた.Ji!Pち試獣（

モルモット）を脊位に固定し，（a）心臓穿刺によって

約4路を採血し，之を血清検査用に供し，（b）胸骨前

面正中線皮膚切聞を延長して，腹壁正中線切聞を行

い，開腹して腹部大動脈を切断，失血死に瀕せしめ，

(c）手早く胸骨右縁に沿うて，大血管を損傷せざる様

聞胸， Pean氏止血錯子を以て心尖を把持し，先端を

予め研麗鈍化した太い注射針（内径0.2cm）を右心室壁

へ剰］入し，剣先を肺動脈内へ挿入した後， 10～20泥注

射簡を接続し，暴力によって柿の細小血管を破裂せし

むるが如きことの無い様，徐々に4～5回カルポール

食盗水を潜洗せしめ，大部分の脱血を了った後，心肺

脈管連給を損傷せざる健之を摘出し，引続~問機潅流
洗礁を繰返し，肺組織が灰白色となるに至りて止め

る.(d）次に下空静脈切断端及び門脈から同様の方法

を以て，任意肝葉（胆嚢附着したも、のを突験に供した）

を選択的に濯流脱血した. (e）牌に出入する血管は既

に細く萎縮し，之に注射針を婦入することの閑襲撃なる

場合が多いのでj織に心臓穿刺に用いた普通わ静脈内

注射穏を以て，針を牌門大網附清線に平行に，被膜下

( subkapsu!ar）に刺入，牌実質が茶褐色主なる迄漉流

脱血を行った.(f）骨髄は四肢長管骨から銑匙を以て

採取せるものを其の偉併せて実験に供し，特に脱血操

作を施さなかった．

ii 臓器圧出渡の製法

付） 前記脱血言者臓器実質から直に，骨髄（0.4～0.6g)
牌（0.4～0.6g），肝（1.0g）及び左右両肺（各1.2～l.5g宛）

を秤量し，各々磁製乳鉢に容れ，約半量宛の滅菌海砂

を添加し，肉眼的に全く均等なる泥状となる迄，略々

同時間宛（約7分間宛），充分に麿鍵し，之に組織 1.0

gに対しカJレポール食短水を5.0ccの割合で徐々に注

入，充分に混合せしめて組織膚鍵乳剤を作った．

肺臓突質採取に当つては，市川博信I専士の記餓（日
木外科宝働18,4, 642，昭16）に準拠した．但し青々

は組織を一夜氷室長中に放置することをせず，又胸膜を

切除することもしなかった．

（ロ）従来一般に肝，牌，骨髄共の他諸臓器から満澄

透明な圧出液を作る為には，此等の組織蝉挺乳剤lを重
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湯煎中で56°C30分間加熱し遠心沈殿して其の上澄液

を採った（例えば烏潟高城氏：日本外科宝！画， 18,2, 

i07.昭16).

然るに庄山省三博士は皮内抗結核菌場容素は 70° c 

30分間の加熱によって，共の作用の大部分た喪失する

ものでるることを立証し，叉苧奴，小亀博士等は肺を

一定時間0°C以下の氷室に放置すると（其の温度，時

聞は未定）， 其の庄出液を以てする増容反応の発現は

箸しく阻害される事実を認め， 10～4°Cの氷室中に静

置すべ~ことを述べた．

例て吾々は可及的に生態体温37°Ctこ近い温度で処

理しようと考え，組織理事熔乳剤を43°C30分間の重湯煎

中加i後， 3500廻転， 30分間遠心沈殿jオL：工，透明な
上澄液~nち圧出液を得ることを知った．奇々は此の圧

由液を沈政計に移し， 1夜10～4°Cの冷暗所に約15時

笥静置し，翌朝再び引き続き2回， 3500廻転， 30分間

泡遠心沈破し，最早や同程度の条件では沈彼物を析出

せぶることを確め，直に之等を血清と共に可検液とし

て猶容反応の検査に供した．

以との加温，遠心沈澱操作は要約を斉一ならしむる

ため，血清と共？こ尽く同時間列に処理したることは勿

論である．月市圧出液のみは上守「Jの諸操作を経ても猶ほ

凝灰白色蛋白光を呈して居る．

実験第1 血清加熱妻の対結核菌増容反応に及ぼ

す膨響

機に我々は清澄な臓器圧出液を作成するに際しては

13° c 30分間の童書室煎中加温が必要にして且つ充分な

索作でるることを認め，要約を斉一ならしむるため

lこ，血清にも同時間列に，之等の操作を加う可きであ

ることを述べた．併し本実験を進めるに当って，予め

』6°C30分間の加温と43わC30分間の加温とに差違があ

るか否かを匡したのでるる．

モJレモヅト左心穿刺により約7沌の採血を行い，止b

D血液を30分間室温に放置後， 2000廻転， 20分間の遠

心沈磁法によって分離した血清に就いて実験を行った

ηであるが，その結果は第1bZ.び第2表に示す様で、あ

る．

所見

血清加温程度を異にすることに因る補体の多寡乃至

有無は対結核菌増容反応に影響がない．

此の成績は観に上回温良博士がコレラ弧菌t曽容反芯

！こ於て立証した所見とよく一致する．
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第1表 血清加熱温度が対結後商増害事反応に及ぼ

す影響に就て（第2表参照）

モルモヅト Nr. 4.♀．体重420g
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第2表 血清）Jn然温度が対結核菌1付与学反応に及fl'

す影響．に就て（4頭平均） ~:fil 表参照）

主レモツ与！鰍せず f43°c3o分l町四°C30分間
Nr. 4 100 99.4 100 0 

Nr 5 100 101.2 1012 

Nr. 6 100 101.2 100.5 

Nr. 7 100 99.4 100.0 

平均 100 100.3 100.4 

実験第2 健常モルモ、ソト静脈血及び動脈血！こ於

ける抗結稜菌増容素量の比較

健常モルモツト同一個体ゐ頚静脈及び左心の穿刺に

よって，各々静脈血及び動脈血を約3cc宛採J哀し各血

清を分離し，同時間列に43°C30分間重苦言煎中で加温

したものにつき検査して，第3及び第4表に表示する

が如き成績を得た．

所見

43°C 30分間加温血涛に於て，静脈血及び動脈血中

の抗結核菌t曽容素含有量には差違を認めf与ない．

此の所見に立脚して爾後の諸喝験に於ては原則的に

試獣への負荷を軽減ぜしむるため，前血清は頚静脈か

ら採取し，免疫操作を施したる試敷居政直／Jf)c＇後血清

は便宜と左心穿刺によって採取した．
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四戸、d
－00． 於同第一日ωけ、
けを（一t一J於均
亡色円一－一持符率一副1川1iこF
齢制温一一附m．－九配配
脈各加一一－e11脈3
羽（煎寸1寸Ill－－一判別｜Jq｜動（
ぴ絞渥一議一一総和一日い．8．m一ぴ較
及比重、抱一丁｜｜｜一4311卜4一：出4114｜及比
血の間以一欝一各例一札一応一及。ι一町内止血の
脈貴分監下1ド11ILI－－1ドlHHl卜1111脈賛
静棄却紘一、ji－－、‘．曹、．一清掃凶一dJEZAS静素
ト｛谷Lで雲黒｛｝｛｝Cmけ一－hE山hhzd柑－X慰総r否定ト容）
ツ増町、与一・山同一望日々一語詮DuhmREAmcmA樹阿川一弘慰健室ツ増問問
モ商必）記寸ill－川4J川lJ叫U川ll川リ引1モ菌参
ル核に照口一一結核前問中仮出LL71「I～一LLtw核表
モ結列参・ナJ111山mi－－引l引lJ4dlJ「引｜モ結3
品川制伺表附一比例一周－荒川一昭ω一ωω一一ωω常抗川健る時4一血了トルー「J可止ーーー了lli健る（ト刷、t－ZE陪BdHe－－

表ツ一一時一稀別一ル’十！一静脈血一動脈血表
3毛一一い「il－－同川同H一eli－－「｜｜14

第二沈澱計番号一127a4－一56

モルモツト番号 静 Jl.J~ 脈 血

Nr. 11 100 100.5 

竺正f守
Nr. 12 100 99.0 

’・．
Nr. 13 100 101.1 

’‘J 、J ,, 守主 ;Jl.ij 100 100.2 

本 実 験

健常モルモヴ卜の肺，肝，°＇，骨髄及び血波の先天

的抗結棲菌繕容素の含量．

先づ同一条件の下に飼育Lた健常モルモット15頭の
血液，骨髄，牌，肝J立心、左イi両日di：斗心、て，先天的に

保有せられて居る抗結「主的綿谷栄＇）有if［（を検査した．

実験材料

工試獣：主とし℃体重500瓦内外の健常雄性モ

1レモット

2.可検液：健常モJレモット血清並びに骨髄，牌，

肝；及。－左右両肺の庄l±l液である，ぅt，何れも前述の製法
に市じて作成し，同時同列に43rc30分間電話量煎中加

温して，その後3［司の遠心沈澱操作i;（経たいつで;j;,7,.

3. 均等性結後菌液：l現述の方法によって調製した

沈澱計7度目（＝約0.004リcc）のものである．

実験方法

試鉄各個体にj比0-其の－riJ検波／，r第5表甲，乙両友に
示l一様ヘ二， E確に各沈政言｜に:/Htl，之に粘牧1子iltを1.0

cc宛を添加，沈破計を1木宛両手に把持し，其の長軸

を多少傾斜せしむると共に，共の軸の廻りに廻転する

ことに依って，内容を充分に傍持混和せしめ， 37°C

府議中に30分間静置，再び内容を充分に援衿回日し

めて，甲，乙2組の沈E設計に各々一定の遠心擦を定め
て之に装し，各組14本宛同時間列に3000廻転30分間宛

遠心沈殿し，直ちに（詳しく言えば強力遠心沈澱直後

菌澄の膨脹しない前に勺， Jレーベを用いて菌澄度目を

読み，増容率を算出した．

p 笑験；結果は第5～第6表及び第1図に示された．

第5表健常モルモヅト血清次び諸臓｛，lf（圧出液）
の示す対結核菌梢容卒（第6表甲，乙及
び第1図参照）
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所見

1. 結核閣i曽答率（且/Jち増容素量）UJ大なるものから

小なるII頂にdr｝せば次の如くである．時F( 132.6) ＞牌

(126.1) ＞’fi悩（122.2)＞治肺＝左肺（118.6)＞血液（111.T

様強｝Ji主心沈澱された菌法tよ約1211年ll[J以後には自然に多少容彼を榊Aしてゐるものである．

〉カJレ，Jc－）レぶ£1{:"* 100.0) 



:1:1 

63 

健1~・モ 7レモヅト左右両肺（圧問液）の

示す対結核筒J位容卒（15頭乎均．

〔生存5乙表参照〕

経気道免疫法による肺の後天性自動免疫獲得に関する実験的研究

第6表乙

I符

31 100 1213 122.0 

32 100 127.0 127.9 

33 100 120.7 1211 

34 100 116.8 117.0 

35 100 117.7 117.3 

36 100 127.8 128.l 

37 ,, 100 122.4、 122.7 

38 100 120.2 119.8 

39 100 120.6 1210 

40 100 1219 1224 

41 100 123.8 123.4 

42 100 124.1 125.0 

43 100 122,2 123,6 

44 100 124.1 123、0
45 100 121.6 121 6 

100 1221 ロ2,4
平 均

100 100.2 一

ト！カノレボール｜ I 
番 号｜食塩水！右肺庄町液！左肺圧出液
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図1 第

健常モルモツトの血液（血清）及びぷー

臓＇~/io （圧出波）が先天性に保有する対
結核商増容棄の合量（増容主t~ ）
(15頭平均） （第5甲表，第1図参照）

第6表甲

31 100 108.9 120.7 125.2 128.2 

32 100 113.2 122.0 126.4 134.6 11 117.6 

33 100 114.3 125.5 127.3 132.3 117.4 116.8 

34 100 112.4 120.5 126.1 131.l 118.0 117.4 

35 100 109.8 120.2 123 3 130.7 116.0 116.6 

36 100 1127 1225 126.1 135.9 122 5 1211 

37 100 112.l 125.7 127.9 134.3 117.9 118.6 

38 100 112.1 127.7 129.l 134.0 117.7 118.4 

39 100 107.3 122.5 125.2 131. l 119.2 118.5 

40 100 112.7 122.0 127.3 134.7 120.0 119.3 

41 100 110.5 122.2 126.8 132.7 119.0 119.6 

42 100 112.9 1206 123.2 131 6 120.6 120.0 

43 100 113.7 133.l 118.5 117.7 

44 100 108.7 120. 127.8 132.2 118.3 119.1 

45 100 108.1 120. .123.5 133.1 117.6 118.4 

2jl. 100 111.3 122.2 肌 1[132.6 118.6 118.6 

均（89.8) 100 IOCJB 113.3 llCJ.l 106.6 106.6 
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脈左肺右牌~＊ li~：I 血液［判

r：血骨
－＇~>I< ）爽髄 肺肺

2. 更に精密に左右両肺を比較した平均値に於ても

右肺(100）キ左肺（100.2）で，共の差違は突験誤差の範

囲内にらって， tr.，右両肺（圧l上17夜）の示す対結核菌

i曽容率即ち健常肺のt曽容素含有量は左右相等しいと言

左右肝明
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ってよい（第6表乙）． 対する先天的に保有する抵抗力の相違を示すものかι

3. 吾 に々依って初めて検予まされた健常モルモツト 或は増容素とオプソニンとの自然分布状態を異にする

諸臓提圧出液及び血液の保有する抗結核一菌t曽容素量は 為であるか？主，向後の研究に?'kたなければならない．

織に荒木訟実博士がWright氏法によって拭黄色葡萄 何れにしても鍵鴬モルモヅトの各臓器及び血液は先

状球菌喰積率を指標となし，健常家兎諸臓穏店出液及 天的に抗結核菌性ほ抗力を有することが場容素の保有

び血液にi；恥、て行ったオプソニン含有量に関する突験 量を指標となして数量的に立証され得たので、ある．

結栄と大体よ くー欽して居る． 4. 此喋肝，牌，骨髄に比し肺組織の含有する先天

即ちオプソニン合平王室は肝（1,418）＞鵬11三ES）；：；柿 性の抗結核菌崎容素量の｛釜綾なることが注目される．

( 1,130）＞骨髄 1,100）＞血液（l,008）＞食温水（1.00）の順 即ち此等の諸臓提組織中で肺の有する結伎菌に対する

であって， 吾々の場合と~佐々骨髄及び肺の順位がをな 抵抗力は最小で・あって，肺は既に先天的に前向の他の

だけである． 組織よりも結後菌感染に湾され易いものと考えねばな

之は骨髄又は肺の人型結核菌と黄色葡音量状滅菌とに らぬ．

第2報 肺の経気道免疫法に際しての抗原好適量の決定

緒言

本報告に於ては免疫的前処置としてー〉ιの抗凝を如
何なる震に於て経気道的にモルモ ット（左；肺内へ注入

すると，最大量の抗結核菌i曽容素を共の局所たる（左）

肺内に産生せしめ得るかを検した．

実験材i斗

1. 試獣 2. 可検液及び 3. 均等法結緩E音波等

は第1報本実験に於けるものと同一である．

4. 免疫元：市j反結骸菌コグチゲン（大阪市鳥潟免

疫研究所製造入 多価性で其の製造出発菌株中には，

吾 の々使用する崎容反応用結核菌株は含まれて居な

し、．叉－~の実験には同一製造日附のものを，製造日

から6ヶ月以内に実験に供する微にした．

実験対透試我3頭を以て 1群とするA.B.C.D.E.F

の6群を準備し，先づ各試款のi静脈から採血して血

清を分離し，前血清，曽容率を検し，その後2日を経て

経気遣的にA群に対しては結核菌ヨクチグ：..－0.5cc, B 

群lこは司l.Occ,C群には同I,5cc,D群には問l.8cc,E 

群には同2.0cc及びF群には2.5ccを何れも左肺へ一回

限り役人し， 48玲間後に密殺して，左右両肺， JW，脚

2企ぴ’符髄の各圧出液を作り，その際血清をも分離し

て，何時間列に対結核菌場容反応を検した．血精2立び

各？議官出河支の製法は凡て第1報知放の如くである．

経気遣免疫手技は次の僚である．

四肢を以てそ1レモットを正しく脊杭に固定し，項都

に頭頚型を扶ず》fニオ、財：を当：，前頭部主f適度に伸展せ

しめるとjl_;i二， ・頭部を完全に門閣を以て固定し，無菌

的に約3樋長の前頭部正中線皮膚切聞を施し，針射に

気背を露出して，軽くて小さいこ爪鋭鈎を以て之を支

え，可及的胸骨柄に近く1fl岡の気管輪状軟骨を切断し

て気管切聞を施し，之より予め用意した’湾曲注射針を

慎電に婦入して，其の剣先を気管分岐部を経て左側肺

門部気管支内に賓j逮せしめたのを確めた後（此のとき

注射筒内へ抵抗なく容易に空気を吸出することが出来

るj，体温に温めた市際結核菌コグチグンの所定置を，

1.0 cc に就~5 分間を要する割合で，極めて徐々に点

首長注入した．此の際試獣の体持！1はがJl5度傾斜程度に健

かに頭部を高挙し，且つa＂入左側を絹荷下）；＂に傾け
t－：..注入後は皮膚縫合のみを行い，直ちに試獣を自由

体位に解放した．

第2図甲 モルモツトft肺ヘモルヨドールを怒気

道的に注入せるレ線1来．
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此の注入用注射針は腹椎穿利用の成る可く太いもの

を選択し，其の針先切断面治省の長袖と直角になる様

に研理警鋭化し，数頭のそJレモヅト屍体を利用し円沼に

気管切開部から気管分岐部を経て左肺門部へ滑り込む

機応湾幽を与えたもので，之を用いて予め墨内"!il..はレ

線造影剤を肺中へ注入し，練習を重ね注射針を以て篭

も柿組織を］1:領することなく，而も目的側肺内へ所定
免疫元量を可及的平等且つ確実に行き豆り浸潤せしむ

る様に一定の熱線を積らだものでちる（第2図参照）．

実験結栄は第7及び第8表甲，乙並びに第3図に示

された．

第 7表

~I官ll
: liii:/ :: I 
：／川：：｜

: I吋；；l

モルモツトた肺へlr-:il"を注入 し，30う5
後屠役，摘出せる心臓及び左右両J市，
立立に注入に月Jいたる注射是正．

持守

谷

1.0 

1.0 

， 

c’ 
第2図乙
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第8表乙 左肺経気道兎事正法に於ける奇＇i:原虫f泌爺

の決定（左右両怖の比較）．（免疫元法

入後48時間目の値第7表乙反ぴ第3図

参照）

抗原航路）I ;,'v"'7 ~II 右同州方．蹄圧開放
Nr. 66 ldO 101.0 

Nr. 67 100 IO:J.8 。5
Nr. 69 100 100.8 

（平均） 1()0 1()0.9 

Nr. 46 100 102.l 

Nr. 48 100 102.0 
I.O 
Nr. 49 100 101 7 

（平均） 100 101.9 

Nr. 50 100 1028 

Nr. 51 100 102.4 
1 5 

Nr. 54 100 102.7 

（平均） 100 102.6 

Nr. 63 100 103.0 

Nr. 64 100 102.9 
1.8 

Nr. 65 100 102.2 

（平均） 100 102.7 

Nr. 55 100 103.2 

Nr. 56 100 103.3 
2.0 

Nr. 57 100 103.2 

平均） 100 103 2 

Nr. 59 
100 102 0 

Nr. 60 
100 1019 

25 
Nr. 62 100 1021 

（平均）
100 102 0 

第3図 1.r.肺経気道兎疫法に於ける抗原好適量の

/OJ 

傘
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白
’曹 101
事

「
JOO 

決定（右肺の所見を100とす）（克疾元注

入後48時間円の値） 第8表乙参照）

1.0 

一一一＿＿.，結核白J タナゲジ’m量

所見及び考案

l. 市阪結核菌コグチグン 0.5,1.0, lム1.8,2.0及
び2.5ccの各量を以てモルモヅト左肺に経気道的免疫

を施し，一律に48蒋間後に署殺のj二，各種組織庄出液

を以て場容素量を検査したところ，免疫処置後48時間

自に於ては何れも免疫左側肺及び血清増容素量のみは

一定度正常以上へ上昇したが，無免疫右側肺，肝，牌及

び骨髄のそれは一定度正常以下へ下降した．（第8表甲

の所見を第6表甲の所見と比較せよ更に第9衰を見よ．）

之対照右側肺の槌容素量の作用を基準（100）とな

し，免疫左側肺の増容素量上昇度を検すると，始めは免

疫兎量の遁加と共に，漸次場容素量が上昇、しfこが，免疫

元量点： 2.0ccを越えて 2.5ccに及ぶと軍ろ却って一旦上
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昇した場容索差は急激に下降した．（第3図）

3. 即ち吾々の実験に供する結後菌コグチグンでは

用量 2.0ccが経気道的免疫法に依りて血液，骨髄，牌，

肝及びli肺に於けるよりも免疫左肺に於てのみ48時間

自に最大量の抗結核菌掴容素増容率109.0＊）を産生せ

しむるに必要な好適量でるることが明白となった．

第3報 経気遣免疫及び経頚静脈免疫結果の比較

結核免疫元接種方法の実験的基礎

緒 言

第2報に於てモルモット左肺へ経気道免疫法を行い

て48時間自に最大の抗結核菌増容素量をその左肺内に

産生せしむるには，結核菌コグチグンの 2.0ccが好適

量でるることの証を得た．本報告に於ては此の好適量

を1回限り経気道的に左側肺へ注入して，その後免疫

側肺，反対側肺，・肝，牌，骨髄；及び血清に増強される

拭結抜菌僧容素量の時間的推移を追及し，叉同名コ F

チグンの同一量を頚静脈内へ注射してその後同様の追

第9表 r!r販結核商コクチゲシ好適殻2.0ccを経気
道的に"ii.肺へ投入したる後の経過時間と

~積組織圧出液の結核蘭噌容程度との関
係（3頭苧均値，第4図参照）

2紘li(i~i)1~哩fl悶1(1も）I（叫
n~ 

1~ l旬 100 100.sl 110.0 ll03 1118 105.8 106.9 
2~ ゲ 100 101.0. 107.8 109.6 ll3.4 106.1 1099 

48/.t 100 102.1 107.2 106.8 113.7 105.4 109.0 

72/.t 100 102.l 104.4 106.2 108.4 103.2 105.5 

}6/.f 100 103.3 106.6 107.3 113.0 105.8 107.0 
及を行い，両者免疫方法が増容素の各種組織内暫定的 1 20ゲ 100 104.1 1112 114.4 114.2 108.9 109.5 

産生に関し如何なる結果を持ち来すかを比較せんとす

るものでるる．此の実験結果如何に依りて皮下注射法

と経気違法との数果が判明する訳でるる．

実験第1 経気温兎疫走行った場合

実験材料

第2報に記載のものと同一でるる．

実験方法

試獣3頭を以て 1群とする13群を用い，先づ各試獣

の頚静脈より約 3.0ccを採血Lて前血清を検したる後

2日を経て，結核菌コグチグン 2.0ccを経気道的に左

肺へ1回限り注入し，第1群はその後12時間で屠殺し

て血清及び各臓器圧出液を得，第2群以下第13群に至

る迄，夫々24,48, 72, 96, 120時間後， 7,14, 21, 28, 

35, 49ffe..び63日後に，同様の操作の下に血清と各種組

織庄出液とを得て，此等を以て対結核菌場容反応を検

査した．実験結果は第9表及び第4図に示された如く

できbる．

所見

I. 免疫左側肺には免疫処置後既に12時間で居容素

の増量を惹起したが， 24時間後には更に急激に壇強し

て最大値 109.9に達し，それ以後は漸次減退し， 72時

間後には免疫直前の正常値106.6よりも却って下降し

7日 100 104.5i 108.5 110 0 116.8 108.1 109.4 

)4/.f 100 106.3 113.9 105.0 105.4 

2V.1 100 102.5 107.8 109.3 114.3 

28ゲ 100 102.4 113.7 113.4 115.8 

35/.f 100 101.4 109.3 113.1 1215 106.7 107.0 

19/.f 100 100 6 110 6 113.2 119.9 106.2 106.0 

53ゲ 100 肌 21 110.2 114.2 llB.7 106.5 106.8 

長此の行（ ）内の値は第6表月1に示されたり．

て105.5と言ふ最低値に下り，其の後は再び上昇して

5～7日目には第2の山（最大値109.5）を形成した（

第4図）．之は機に教室市川，苧坂両博士の認めた所

見と一致するものである．

2. 此l繋無免疫的前処置右肺；及び肝，牌，骨艇に於

ては，凡て左肺への免疫処置後72時間迄は正常値以下

への増容素量の下落を示し以後は上昇しで5～7日目

には矢張り最上位に到達し，以後再び徐々に下降し，

21日目より三度上昇し28日目乃至35日目に最大値を示

し，共後漸減して63日後には正常値に復帰した．

更に詳細に述べると左肺の免疫処置後肝は35日目

に，牌；及び骨髄は28日目に，左右両肺も亦28～，35日自

に三度目の場容素のt曽加の山を示して居る（第ヰ図参

照．

3. 血中の暫定的抗体は，初め比較的急泌に土昇し

普此の際兎度前処置直前の血液（血清）の増容卒を100とす．
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第4図 1!i版結核商ヨクチゲ，，2.0ccを経気道的に左腕へ怠入せる後に於て各稀組員Z内J狩符素最の推移

ゅ：j血清に依る結核菌持r~宇中を 100 とす） （第9表参照）
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一一一一一→兎癌元法九後経過ai足

7日後に最大値（104.5 に達し，以後は漸次比較的緩

慢なる歩調を採っ－ci1，え少し，左肺への免疫処置後63日

(=9週間を経過した1吟は，前血清：後血清＝100:

100.2となり，血中暫定的抗体は殆ど全部血中から消

返したと宥てよい．

血清に就ての是等の所見は結核関コグチグン 2.0cc

を経気道的に左肺へ与うる代りに頚静脈内へ直接に注

入したる場合と性質上全く同一でらる（第5図血清の

曲線参照），相互の差は血中暫定的増容素の最大値は

}If 21 2K S!i 49 G3 

経気道免疫の時は7日目 104.5でありしに対し経静脈

的免疫の時は7日目 106.3でありしことにて単に量的

の差に過ぎない．

実験第2 経頚静脈兎控走行った場合

実験材純

実験第1のものと同じでちる．

実験方法

笑験第1にl六て終気遣的に左日市へa=入したと同一の
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結核菌コグチグンの同量を試獣の任意側の頚静脈を露 対側頭静脈から約3ccを採血して分隊した前血清に就

出して静脈l度内へ注射しずこ．この注射よ り2目前に反 て抗結核菌噌容反応を検査して置いた．

第5図 制限幸ti核商コクチゲ：.－ 2.0cc を聖fl1係脈内へ注射せる後に於けるf予約蔚1紋内特t~宇素戸ia－の椴掛

（前血清を以ての紡核関税容十iを100とす）（第10表参照）
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第10表市販紡被菌コクナグシ2.0ccを顕静脈へ注

射せる後経過時日と各種組織庄出液の紺

核菌柑容程度との関係（5頭平均値．第

5図参照）

i部13：司令亙ij-1~~1（払(1肝19.1)1右（106.肺町｜京(16防6.6長） 
時
12 l筒 100 100 8 110.4 114.5 1203 106.8 106.8 

24ゲ 100 102.l 1び】.6 120.4 124.2 106.6 106.7 

48ゲ 100 102.4 113.0 119.9 125.8 106.2 106.4 

72,,. 100 103.6 112.2 118.8 123,9 106.5 105.9 

96,,. 100 104.4 112 8 118.3 125.2 107.2 106.8 
120 ,,. 100 106.0 110.9 118.8 122.2 107.6 107.2 

7日 100 1063 109.3 114.1 121.3 107.5 108.2 

14,,. 100 104.6 110.3 112.9 121.7 105.9 105.5 

21,,. 100 104.0 111.2 114.0 120.4 106.6 107.2 

28ゲ 100 102.8 110.9 114.5 121.5 107.0 107.2 

35,,. 100 102.6 110.7 113.8 118.2 106.9 106.6 

49,,. 100 1015 109.2 113.8 120.2 106.5 107.2 

53,,. 100 100.4 109.5 112:7 119.2 106.7 106.7 

者 （ ）内の数字は各組織の正常的抗結後商靖容素

合最を標示するものとして第6表叩に示されたり

実験結巣は第10表及び第5図に示された．

所見

1. 免疫処置後，左右両肺ともさしたる増容素量の

増加は認められず， 5日乃至7日目に於て初めて両側

肺の溜容素量が何れも健かに，即ち右肺にては 107.6

-106.6=1.0及び左肺にては107.2-106.6=0.6だけ上

昇した．此際骨髄は110.9-109.8=1.1牌は118.8-113.

3=5.5肝は122.2-119.1= 3.1の値を示し何れも左右両

肺の示した題加程度よりは大でるった．

2. 此際肝， E唱に於ては免疫処置後24～48時間後迄

は溜容素量が上昇して最高値を示したが，その後は漸

減して63日後には正常値に復帰した．骨髄内の増容素

量の推移も肝，牌と殆ど全く同一であったが，免疫元

の血中注射後24時間目には僅微（ー0.2）ながら正常値

以下へ落下しただけの相違を示した． － 

3. 血清に於ては免疫処置後増容素量は一回も低下

することなく漸次に増加し， 7日で履高（106.3-100

=6.3；に達し，その後は徐々に減量して63日後には前

血清・後血清＝100: 100.4となり，血中暫定抗体は猶

ほ多少残存はして居るが，併し殆ど会部血中から消退

したものと見倣される．血中指容素還の推移は性質上二

には第9表第4図 コタチグンを経気道的に左肺へ

与えたる場合）と：全然同一であることは首ij文既に述べ

Tこ．

考 察

1. 実験第1に於て経気道的に免疫元を直接左肺内

へ注入した際には免疫肺と血中とには当初から増容素

が免疫直前の値よりも増強されたが，同一個体の非免

疫側肺，肝，牌；及び骨髄に於ては，平時即ち左肺への

免疫元接種以前から存在して居た先天性の増容素量が

却って24時間目まで一時減弱した．此の有様は免疫元

といふ毒素が接種されたる左肺のその局所に於て増容

素（抗体）の急速なる増加を必要とせるが為に此等の

各種臓器組織細胞が各自先天的に所有して居る抗体の

一部を害』いてその急速なる必要のある左肺へ寄与した

かの観がるるものでるる．

2. 此際血中の指容素は右肺，牌，肝，骨髄中の増

容素の一時的減少とは全く異りて左肺に於ける稗急速

ではないが，兎に角も時日と共に場力日向との一途を辿

って，而して7日目には最大値を示して居る．其の63

日目迄の推移は免疫元を頚静脈内へ注入したる場合と

質的には 曲線の型は）全然同ーである．此の所見は

何を意味するか．これは経気道的に左肺内へ接種せら

れたるコ Fチグンの一部が直ちに（経小循環性に）血

行中へ進入したる確証でるる．

3. 軟膏免疫法，内服免疫法，注腸免疫法（烏潟，第

11報）或は実験的に骨髄内（藤岡，第6報第13表）或

いは肝葉の一部被膜下（内藤）叉はー側皐丸実質内へ

0.5cc位のゆ量のコグチグンを注射したる場合（鬼束，

第4報）の如きにありては上述の所見と＇.＇？：： く趣を具に

し，血中の抗体は先づ正常以下へ低下し， 2日目頃に

低下の程度は最大となり，それより漸次に増加し14日

前後に至りて最大増加を示すものなることは既に立証

せられたる所で:l!:>る．

4. それ放に某なる免疫的前処置を遂行したる直後

より血中の抗体が何等の低下をも示さずして概次増加

の一路を辿り 7日目に去りて最大値を示し，以後漸減

するが如ぎ所見（第4図及び第5図）を註し得たる時

はその免疫的前処置によりて免疫元の全部或は一部が

直ちに血行系へ進入せるものなることを標徴ずるもの

と考へねばならぬ．是れ蓋し免疫学上の一つの原則的

の事実である．余等の実験に於て問一同量（2.0cc）の

コFチグンを以てせる7日目の血中最大場容素の値は

経気通左肺内機種にては・・……・104.5（第9表）

経頚青qtJW注入にては・・.........…ぃ106.3（第10表）
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にして非常なる差を示し居ら寸二故に経気道的免疫元

接種によりて免疫元のよ具して幾何%が即時血行中へ進

入したか，するかの疑問は更に詳細な研究結J棋を待っ

て後に解答せられねばならぬ．

5. 上認の考察に従えば本実験の如く経気遣左目市免

疫法にては免疫元の一部は左肺へ，他の一部は同時に

血中へ進入するものなるが放に肝， A卑，骨髄，右姉に

於ける正常的抗体含量の一時的減少は毒物の侵入した

る左肺及び血行系の二方面が必要とする急速なる抗体

増加に順応せるものと考察されるのである．

6. 併し此際抗体の急速なるt曽加を必要とした左肺

は24時間目が僧加の極度即ち必要の極度であって，そ

れ以後は漸減し， 3日目にては免疫元接種直前の正常

値（106;6）以下へ迄も下降し，最低105.5の値を示し，

肝，牌，右肺，骨髄と共に同様の下降状態を示して居

るのは果して何を意味するか（第4図，曲線左腕， 3

日目を見よ）． これは思うに組織中（本実験にては左

肺｝へ（微生物性｝毒物が進入したる時は其部の広義

喰幸町包が其の生理的作用の発露として，細胞内抗体の

急速なる増加を惹起し，それによりて毒物（謬賀微佐

子）を細胞中へ旺盛に撰取することが出来るに至るも

のでるって，此の録取作用は24時間自に最大となり，以
後漸減するのが本然の生理作用であることを物語る事

実であらう.tlPち組織内（詳しく言えば組織細胞の周

囲淋巴中）へ注入せられたる毒物は24時間迄の聞にて

細胞内筏取を完了せしめられるので，此の時間以後に

は細胞間後淋巴中に浮併する毒物微粒子は最早や存在

せざることを意味するものではなからうヵへ 而して

肝，牌，骨髄，左肺，右肺の抗体含有量が3日自には

相一致して正常値以下へ迄も減少したる事実は，止ヒの

時期に~れば独り血行系に於てのみ抗体騎加の必要あ

ることに順応したものと考察される．それでなくても

細胞の機能が一時急激に増加したる後には反対に正常

以下へ一時低下するのは一般生物学的の原則と考えて

よいものである．

7. 血中に於けるt曽容素は免疫元左肺内擬額の日よ

り漸次憎加し7日目に最大値に達し以後漸減し， 9週

間自に殆ど正常値（猶ほ且つ稀々大）に復帰したこと

は何を意味するか．思うに血中へ進入したる薄物が血

行系内（動，静脈の内皮細胞内及び血液白血時中のI食

燈乃三~f裏取を司どる細胞で（此中には務離したる組織

球性細胞をも包含す）に存ιする期間中は血行内抗体
は正常値以上に場加し居るものにして，其の最大増加

が7日目に当り居ることは，此のI侍日内にありては免

疫元としての毒物（謬質微粒子）は未だ全く貧喰乃至

撰取され尽さずして，機ほ未t：.血行中に務離の状態に
て存在し得る時期なることを意味するものならんと考

察せらる．

一旦組織幸町包内へ接取せられたる免疫元も時日の経

過と共に其の細胞を去って一部は再び血中へ移行し得

るものなることに関しては既に論拠となる事実立証せ

られたり（藤岡十郎，内藤行雄、． 即ち免疫元接穂後

7日目にて全身性（血中及び組織細胞内一般）のI食燈

撲取作用は最大となり，其後約9週間（ 2ヶ月）にし

て毒物の消却（消化管外消化）が殆んど完全となり，

従って此の時期（2ヶ月後）に於て始めて篠種せられ

たりし毒物を資材となしたる後天的獲得免疫科度の婿

強が完成するものと考察されるのである．第63日目隠

至りて血中暫定的折；体増加が殆んど正常値に復帰した

ることは注射したりし免疫元の完全消却，従って後天

性免茂獲得の完了を意味するものにして，決してその

消失を意味するものではない（此の事は後文に於て立

証を示す）．

8. 血中樹容素（抗体）の含量が最大値に達したる

第7日目は肝組織内にも亦た抗体の顕著の上昇が示さ

れ，牌，骨髄，左右両肺にては此の所見は第5日自に

現われて居る．これ何を意味するか．此の事実は長初

市川博信博士によりて註せられ，次で苧坂直彦博士iに

よりて確認せられたるのみならず，其の意義を血行系

に於ける抗体の最大増強に基礎づけられたる全身性の

抗菌作用の自働的増強なりとして考察されて居る．余

等も亦Tこ此の見解に討す．

tlPち抗体含量のJ曽加している自家の血液を以て厳流

せられ居る各種紐犠の細胞中にも亦た抗体の自働的場

加を来すものなることの標徴である．即ち烏潟教伎の

謂われた自家性他働免疫時が各種臓器組織細胞内に於

て顕現されたものと考察されるのでるる．それ放に鳥

潟教授は此の事実をば自家性他働免疫則ち抗血清免

疫の組織細胞内に於ける主働的顕現なりと考察して

居られる 曾我頼幸氏論文参照）．

骨此の時間内で組織細：泡が捕提携JJi し満した細．泡周囲淋巴内兎疫元（腹質微粒子）は淋巴の流れと共に西日下滞~

巴腺から血’I•へも携lf元されて行〈ものと考えねばならぬ．
様様Nakagawa,N., Zeitschr. !. Imm. Orig. Bd. 39. 1924. $. 183. 
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9. 然るに実験第2に於て頚静脈内へ2.0ccの結核

菌コFチグンを注入した結果（第5図）は，甚だしく

此の場合（第4図）と異って，左右両腕には殆ど増容

索（抗体）の発生が認められず，反対に肝，牌及び骨

髄に於ては免疫元頚静脈内注射12時間後から抗体の発

生が著しかった．之は免疫元の大部分が空静脈から

肺，心を経由し大動脈を経て肝，牌等へ搬ばれたが為

に，直嬢止ヒ主宰臓穏のE主義喰事蹴包が自働的に免疫元を血

中から補捉撰取し，それで特殊抗体の24～48時間目に

於ける最大産生が起ったが，斯る抗体は時日の経過と

共に局所を去って漸次血中に集積し来れやはりままに

も全身性の自家性他働免疫が成立して，両肺に於ても

その部分的現象として免疫処置後7日目に健かに抗体

（増容素）の上昇を示したるものと考察されるのでる

る．

IO. 止膿注目されることは頚静脈中へ注入されたコ

グチグンは心臓を経て小循環系に入り先つe最初に左右

肺へのみ運ばれるものであって，肝，牌に運ばれるの

は肺なる関門を通過してからの後のことでるる．然る

に増容素の漕加は柿に発生せずして，却って肝，牌に

発生したのは何を意味するか．

此め所見はJ.Wち肺臓なるものは免疫元を小循環系か

ら撰取することが出来ぬことを物語るものでるって，

即ち空静脈血中の免疫元は最初肺以外の組織から撰取

されつくし，従って柿への大循環系に属する動脈（気

管支動脈）血中に含有される免疫元の量は非常に微量

となって，小循環，大循環どの路からでも肺は結局血

行系からは殆ど免疫元を摂取し得ぬものであることを

教えて居るのでるる．

それ故に免疫元を皮下へ注射しても空静脈系へ入る

が故に結果は空静脈内注射と同じことにて斯の如き方

法（皮下注射或は静脈内注射）で‘は，肺をして免疫元

を模取せしむることは全く不可能であると考えねばな

らぬ．即ち免疫元を以て肺に活動性の免疫を賦与発現

せしめんと欲するならば，肺をして免疫元を直後に大

量に撰取せしめる方法を講ぜねばならぬのでらる．

11.血清の最大僧容素量はコクチグンの頚静脈内注

射後7日目の方が経気道的接種後7日目の方よりも10

6.3 : 104.5 = 100 : 98.3の比て、大で、らった．これは前文

既に述べたるが如く非常なる相違ではないが，免疫元

が注入された組織，正しく言えば免疫元を最大に摂取

した組織（血液をも組織として取扱う）中に於てこそ抗

体（木研究にては膚容索）が最大多量に産生せらるべ

きものである．更に之を換言すれば免疫元と称する毒

物が侵入した組織中に於てこそ抗体が最大多量に集

結もし，指産もせらるべきものである（これは一般に

攻防に関し常識的にも前宵されることでらる）． 即ち

免疫元を血中へ注入すれば血中に於て抗体が最大多量

に立証され，また免疫元を気道から肺へ送れば，その

一部は瞬間的に血行中へも進入するもので，第7日目

に於て直接会部血中へ送った場合よりも 100:98.3の

比に於て小ではあったが，併し顕著の抗体の増加を免

疫肺に於てのみならず血中にも惹起した訳である．

12.血液全体を一つの組織として取扱う場合血清を

仮に組織の庄出液と同格に取扱う時はコグチグンを経

気道的に左肺へ接種したる場合と，頚静脈内へ注入し

たる場合とに於て24時間目に於ける組織圧出液の場容

素の増加程度を標徴する値は余等の実験結果では下記

の如くになるべし．

経気道左肺接種にては

左肺に於ける増容素の槽加は…109.9-106.6 = 3.3）第

肝 '? ・・・113.4-119.1= -5.7} 9 

血中 // ・..101.0 -100.0 = 1.0 J表

経頚静脈接種にては

左肺に於ける増容素の増加は…106.7-106.6= 0.1）第

貯 // ・・124.2-119.1=5.1 > 10 
血中 // ..• 102.1 -100.0 = 2.1 J表

即ち免疫元と称する細菌毒の直擁の侵入に対抗して

抗体を治産する能力は木来血液に於けるよりも各種の

臓器組織に於ける方が顕著に大なるものたるを知る．

是即ち血中の抗体なるものは大部分他の生産母地より

血中へ供給せられたるものなりとの立証と表裏相一致

する所見である．

また免疫元と称する細菌毒を含有する血液で濯流さ

れて居る聞にその細菌毒に対抗する抗体を自家組織細

胞の中に増産する能力は肝にありては頑る顕著（5.1)

なるに反し．肺にては殆んど零に近きもの（0.1）なる

ことを認める．而もその肺へ経気道的に直接に免疫元

が接種せられたる時は柿の組織細胞は顕著に抗体の指

産（3.3）を惹起する能力を有するものである．

王室に於てか肺をして後天的に自1動性免療を)ft_得せし

めんと欲するには免疫元の皮下空静脈内う注射方法

の如き従来慣用の免疫方法は全然無効なりと称するも

決して過言ではあるまい．

肺は余等の実験結栄にて明示されたる通り本来ー免疫

元を俊成して後天的に自働免疫を盗t~与することが十分
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出来る能力を持って居る臓穏であるにも拘らず従来の 収め得なかったのではあるまいか．今や肺結核感染予

免疫方法は皮下釘ー射が主で、あのて，此の能力を有効に 防の目的に向って従来の結核免疫l亡族極方法な全廃し

利用することに潤い到らなかったので，今日迄の結核 て新たなる方法を講ぜねばならぬ絶対の必要性は突に

免疫に関する学者の努力が何等見るに足る科O）成梨を 此処に存すろ．

第4報経気道（左）肺免疫モノVモツトに於て最大同名既往反応を経気温（左）

肺注入法によりて誘発せしむるに必要なる同名病原物の好適量に就て

緒 雪
国

木研究の第2報に於て経気道的（左）肺免疫を行うに

当って，結核菌コクチグン 1回限りの篠種に際して

は守その2.0ccii＇（左）肺に於て 24時間自に拭結核菌増

容素の最大量を単産せしむること．次で第3報に於て

は此の免疫元量を以て一方左肺経気道免疫法及び他方

顕静脈内注射法を行い，その後に産出される抗結核関

増容素量の時間的推移を追及したるに経頚静脈的免疫

元注射にては左右肺の抗体増産程度は非常に微弱にし

て，殆と、零に近く（第10表），従って一般慣用の皮下注

射法にては肺の抗結核感染力の属加などは絶望的の企

図であることを論じた．また止日際之等免疫的前処置に

続発して臓器組織細胞内乃至血中に現れる抗体は鳥潟

教授によりて暫定的抗体と呼ばれるものであって，之

を以て直ちに免疫元乃至は免疫方法の優劣を判断する

ことは不当とされて居る，

各種免疫元乃至各種免疫方法の優劣を比較判定する

為には，免疫的前処置を施してから，増産された暫定

的抗体が一旦局所及び血中から消退して正常値に復帰

する迄，一定期間試獣を休養させた後，種々異った免

疫的前処置を施した動物を凡て一律に同一要約の下

に，同名菌による感染状態に陥らしめ，之に抗する局

所組織乃至は血液の抗体動員能力の大小（即ちり組織

細胞性乃三豆町流血性の同名既往反応の発現程度の大

小）によって初めて論ぜらる可きものであって，此の

目的に向って，生菌を以て実験を行うとぎは菌は不定

に増殖し，不足に死滅し乃奈は不定の毒力増減を来

し，また生菌が外部へ放出する水洋平性菌物質（免疫元）

・の質的量的不統一a等によりて笑験との要約を一定し難

い憾みがあるから烏潟名誉教授以来病原物（Materia

morbi）として，一定同名菌ワグチン（死菌浮務液と

か，更に適当なるは水溶性毒素とか）の徴量を血中へ

輸送する方法力h主として行われて来たのである．吾々

は此処では免疫的操作を反覆繰返したる場合をも併せ

窺知し度き目的を以て，病原物としては免疫前処置に

使用したと同ーの結核菌コダチグンを用いた．

木報告では斯くして発来する既往反応に於ける産生

増容素量と病原物として与えられたるコグチグンの量

との聞の量的関係を吟味した．換言すれば最大の同名

既往反応を免疫的前処置と問ーの方法によりて誘発せ

しむるに好適なる結核菌コグチグンの用量を実験的に，

決定せんとするものであろ．

実験材料

凡て第2報に記載のものと問機である．

実験方法

試獣任意の3頭を以て 1群とする A,B,C,D及びEの

5群を準備して，予め各試獣の前血清を検して後2日

を経て，左肺に対し経気道的に結核菌コグチグン2.0cc

を注入し，其後63日を経過し，最早や局所性にも全身

性にも暫定的抗体の殆んど全く消退した時期に（第3

報）， A群には0.5cc,B群には1.0cc,C群にはl.5cc,D 

群には2.0cc及びE群：こは 2.5ccの結核菌コクチグンを

再び経気道的に左肺へ注入して， 48時間後保に屠殺し，

左・右両肺，肝，牌，骨髄の圧出液及び後血清の増容

素量を場容率を以て表示した．

央験結果は第II表及び第6図に示された．

所見及び考察

I. 経気道的に病原物として注入された結核菌コダ

チゲン量が2.0ccなる時に63日以前に経気道的に同名

コFチグンを接種せられたりし左肺の増容素量が最大

(110.4）であってi病原物の用量がそれより小でも，

或は大であっても産生増容素量は減少した．恰度組織

内暫定的抗体量増加を惹起せしめる免疫元の好適量（

第2報）と同ーの関係が示された．

後 24時間後の検3'£の方が政大声生値をよt'I<交するのに廷に；必するが統一的に48時i::.後でも大巣はない．
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第11表左脈経気遣兎疫モルモツトに於て＆大の

同名阪陀反応を発現せしむるに必要なる

怒気遣的左肺注入抗原（病原物）好適景
の決定（病原物経気道的左肺注入後481時

r:百円の値，第6図参照）

籾｜削除血清｜骨髄｜牌｜肝｜右肺；方ー肺

1001 103,ll 107.91 112.叫 116訓 107.ll108.6 

1001 102.ll 108.81 110.8! 114.71 104.81 106ら8
0511 I I I I I I 
" 1001 102ヱI109.31 111刈 116.51108.61 109.3 
1001 102.51 los.11 nu副＇115.81106.81 108.2 

1001 103.11 109.21 110,6: 115日41103.BI 105.2 

1001 104.71 108.81 117.訓 117.41106.61 108.1 
i.o II I I I I I I 
1001 104.91 109.81 114.0 117.5' 108.41 113,3 
I I I I I I 
1001胤 21109判112.31凶 β｜別判 108.9
1001 106.0I 10s.11 109.51 114.剖 105.21106.7 

1001 103.51 106.81 108.71 116.41 104.81 108.0 
】.s 11 ~J .I "] I I I 100! 103.0I 108.61 101.21 114訓 104.41109.0 

1叫剛司 107司1船司 115司104.BI1os.2 

1001 102.81 108.71 111.01 116.ll 106.61 110.2 

1001 104.引 1仰 71113.0I 115.71 105.ll 111.0 
2.0 11 I .I I I I I 
1001 103刈 109.31111.41 117.61 105.21 110.0 

1001 1純明 109.2i111.81 116.51 105.61 llo.4 
10刷 105.21110.41 Ill.引 116」31107.ll 110.4 

10削 103.21109.31 l的.31112.6i 105.31 108.6 
2.s 11 .I I I I I I 10釧 103.41107.61 109.71 112.41 106.21 109.7 

E刷 1伺.91109.ll 110.0j 113.BI 106司109.6

此のことは，ー度免疫操作を受けた細胞が後日の感

染に当って抗体を産生するに際しては，病原物の量が

余りにr1'でありても，余りに大でありても免疫的前処

置の数果が鮮明に顕現され得ぬことを示すもので，従

って突験を要せずして単に常識的にでも首肯され得る

ことではあるが，仮令免疫的前処置を行って居ても感

染程度が過大であれば，必ずしも安心の出来ないこと

即ち抗菌力の増加程度が却って減少することの学術的

装礎が示されたものである．

2. 叉此の事実は経気道的に免疫元を左肺へ注入す

ることによりて免疫されたりし個体に対して後目経気

道的に病原物を同一左腕へ注入することによりて，既

往反応を誘発せんと欲する場合には病原物の好適量を

使用し，抗体動員能力の有らん限りを発揮せしめて論

ず可きものであることを示して居るものである．

従来局所組織性既往反応の研究には以前に免疫前処

置を施したりし組織をば其鐙として之に触れず，英他

第6図 "ii.肺経気道兎疫モルモツトに於ける経気
道的誘発問名隣住反応（市販結核菌ヨク
ナグン灯－池最，2.0ccを病原物として経気

道的に友肺注入後48時間日の値） （第11

表，第6差是甲JJt..ぴ第8表叩参照）
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事量
白

地
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/JO 
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I－一ーーー正常ti・ .....・・ ・<16＆是甲P
u-e:.徒反怠，位ー 一＂＂•（;MJIiiい
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の任意の組織或は血行中へ一定微量の病原物質を接種

し，以て過去に於て免疫前処置を受けたりし組織細胞・

が其際如何にそれに対して反応するかを検するを以て

正規とされて居ったが，肺に関しても亦た今後この実

験をも対比す可きである．止ヒの研究方針によりて既往

反応にては果して短時間内に大量の抗体が以前の免疫

局所組織中に産生されるか否かを陀味することが出来

るのである．

3. 兎に角上述の実験結果によっても亦tc.63日以前

に経気道的免疫前処僚を施されて居った左肺に対して・

再び同名の病原物がその左肺に直接に接触すると63日

以前よりも 109.0・110.4=100: 101.28の比に於て，或

は1.4のt曽容素の最大泊加を以てその左腕が樹容索の

増産を惹起するものであることが立証された．
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4. 比l療経気道免疫左肺へ同名病原物を侵入せしめ

たる後48時間目をi棋準とする最大動員噌容素量の産生

に必要なりし同名病原物 f結核菌コグチグン）の好適

査2.0ccにて左肺と同時に其他の組織が正常値以上に

憎産したる増容素の値は下の如くになった．

左柿にては110.4で正常値は106.6なるを以て3.8の樽加

右腕 。IOS)i・ ’B 106.6 。 l.Oの減少
肝 ゲ Il6.5 ，， II9 I ，， 2.6の減少

牌 ゲ 111.8 ，， 113.3 ，， I.5の減少

骨髄 。109.2 ’P 109.8 ’E 。ら6の減少
血液 // 103.6 ’P 100.0 ，， 3.6の増加

〔第11表2.Ci〕 〔第9表（ ）〕〔結後菌
cc下の値 内の｛直 増容率増減度

5. 此の所見によりても亦た病原物として経気道的

に左肺へ送り入れたる結核菌コグチグン 2.0ccの一部

は即蒋に血待系へ進入したるものなることを震被せし

める．経気道免疫操作として健常モルモツトに対し同

名コグチゲン 2.0ccを左腕へ送り入れた際には淘容素

の増加繰度は48l寺問主主E舎で血中には2.1左肺には2.4で

あった（第9表参照）． それ放に其の値を引き表れば

後天性免疫の獲得楳度が数＇？＇・的に示されるで 、あらう．

~nち既往反応性の抗体産生場加，換言すれば後天的に

室長得せる免疫様変の綴字的標示は，血中にては 1.5左

肺にては 1.4を以て示され青々殆ど同程度に発現せる

を認める．

6. 此理主干f,j陣，骨髄等では場容素の正常以下への減

少を来しだのは何欽であるか．此の点に関しては結核

菌＝＞ trチグン 2.0ccを経気道的に63日以前に第1回目

に左柿へ送りたる時と， 63日後に第2回目に再び同一

左肺へ送りたる時と及び健常モルモ 7ト頚静脈内へ送

りたる時とに於ける各種組織内増容素の24或は48：侍間

目に於ける正常以上の属加程度を対比するを要寸る．

即ち下記の通りである．

此の所見対比に依りて注目されることは第2回目の

免疫尼怪気道左肺注入ではその肺と血液とに於ける抗

結核菌培容索の正常値以上の構加は殆んど同一税度（

3.8.＆びB.6）であって且つ第1聞の時よりも第2回目

の増加の稜度は顕著 (1.4乃至1.5 に大であるに対し

て，)ff，牌，骨盤等のi曽容素の正常以下への減少程度

は第1回のl時よりも第2回の方が明白に小であっ－亡，

半減以下へも減少して居ることである．之は何を意味

するか．是即ち第1聞の免疫先住：入によって其側の（

左）肺と血行系とが殆んど均等の後天的自倒的免疫を

組
続気注道性コクチゲンtr. 慨に!TI

コタチゲyを
品’t
肺入 11:於の他店1ifモJレモツの トへ第1間野i

積 第 1回48時間｜第2回総I時間反け楠古手脈汁ー身4後48
類 rlの品付加 flの持I加 応る力日

百年li:J日の梢加

左肺 2.4 3.8 1.4 -02 

方肺 -12 ーI0 0.2 -0.4 

肝 -5.4 -26 2.8 6.7 

隣 -6.5 -15 5.0 6.6 

骨髄 -2.6 -0.6 20 5.2 

血液 2.l 3、6 I 5 2.4 

〔第9表勺 〔前 m〕 〔第10表勺
器 48時間日の値より克疫直前の値を引き去りしもの．

獲得したるが為に，第2回目に免疫元としての細菌毒

素（結核菌コクチグン）が左腕へ注入せられ，そこか

ら毒素の一部が即時に血行系へ進入しでも，それに対

処する抗体の騎産は左1怖と血行系とにて自｛動的に第1

回の時よりも多量に僧産する能力を各自新たに獲得し

て居るので友柿及び血行系が抗体の僧加を必要とする

急に応ずるが為に肝，牌，骨髄等が自家の先天性に享

有して居る正常的抗体量を其の方面へ分割寄与する量

が第1回の場合よりも微量で事足ることを示現して居

ると考察されるのである．即ち上述の所見は左月前と血

行系とが同時に後天的自働免疫を獲得したる確証のー

っと考えねばならぬものである．

此の際有肺だけが正常以下へ抗体量を喪失したる量

は第1回はー1.2で第2回はー1.0で，第2回目の減少程

度が他の臓骨量（肝，牌，骨髄）に於けるが如く半減以

下の如くに顕著でないのは肺が血行系から免疫元を熊

取して活働性免疫を獲得する能力が如何に徴弱（各種

組織中最徴弱）なるかを示して余りある所見である．

7. 同名のコ グチゲンの問ー量 （2.0cc）が演静脈内

へ送られた後，それが最初に左右両肺のみを通過した

るに拘らず，肺からは摂取されたる免疫学的の証拠は

無くして却って肝，牌，骨髄等が旺盛にそれを血中か

ら捕捉領取した証左として止時の臓器組織圧出液中に

は既に24時間目～48時間自に最大の増容素の増加を示

し，その稜度は血中に於ける増容素増加率よりも顕著

に大で、あった（第5図をも参照）．
然るに経気道的に免疫元を左肺へ送入する時は，其

の一部分は即時に血行系へ移行するものであるとの確

証があるにも拘らず第1回目にても第2回目に ても

肝，牌，骨髄等が経左肺的に血中から免疫元を繍捉様
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取したる証拠として止持臓器内の治容素が僧産される

響であるのに，その所見は無くして，反対に第1聞で

も第2回でも正常値以下へ増容素の減少を来して居る

のは抑も何政であるか．此の理由は（左肺へ進入し

たる免疫元が血行系〈移行する分量が微量であるが為

に免疫元は血行系内にてのみ寝取し尽され， )ff,JI!年，

骨髄等の組働車問包が血行系から捕捉するに7kばζりし

ものか，或は免疫元の侵入を受けたる（左肺と血行

系とのこ方面に於て急速大量の溜容素｛抗体1を必要

とするが為に流血中に免疫元（履貿徴粒子）が浮世詳し

て居っても肝，牌等がそれを捕捉せずして，急、を要す

る方面（左姉と血行系と）へ先づ自家所有の正常値抗

体憎容素量の一部を分割寄与したことに帰するもので

あらう．

先天的の正常抗体含量が，急；必に墜落したる此等臓罷

（肝，牌，骨髄等）にては血中の免疫元物質を捕捉隈

取する能力も亦た急速に墜落すべきは勿論である．そ

れ放に第1回及び第2回の経気道的左肺内コダチグン

送入後左肺内にも血中にも殆んど同一程度の増容索の

増加を示したことは決して左柿の倶取したるコタチゲ

ンと左肺より即時に血行系へ移行したるコタチグンと

は殆んど同一量であることを意味するものではなくし

て，左怖の崎容索はその組織細胞が全部主動的に生成

したるものであるが，血中に立証される僧容素は血行

系の細胞自身が自働的に生成したるものと，靖容素生

産母地としての左肺から早く既に24～48時間中に血中

へ供給されたるものとの総和を意味するものと考へね

ばならぬ．是等の分析的の所見考察は黄色葡萄状球菌

感染防止作用を指標とし（山田評吉防士第6報189頁，

第7報207-208J(l 或は骨髄免疫の研－~に於て（藤岡

十郎博虫，第6報，第13表I詳述されて居る所である．

8. ~往反応の研究によりて血中の抗体含量が正常

値に復帰したることは決して後天的に免疫を自主得して

居らぬとか或はそれを喪失したとかの反証ではな守いこ

とが明白となった．その有無は異名乃三百同名の既往反

応によりて確証されるものである．

既往反応、には局所組織性と会身血行性との2問があ

る.7トー研究じては同一個体に就て同時に左肺組織性既

往反応と全身血行性既往反応とが立証されたものであ

る．

’‘ 』

9. 免疫所i処置を受けて居ない｛悶体に免疫元を接種

したる場合に，それに引続き局所組織内又は血中に発

現する抗体を暫定的抗体と称し，免疫的育）j処置を受け

たりし個体に就て同様の抗体場産が惹起されると，そ

れを動員抗体と呼んで居るが，両者は本来同ーの現象

であって，自家の現に享有して居る自働免疫程度と接

種されたる病原物（免疫元）との相互関係に築いて24

～48時間内外で、局所組織性にも全身血行性にも発現す す

るものである．

10.それ放に例へば病原物の侵入あるか否かに関し

て論ずる場合に，血中の抗体が正常値よりも墜落して

居るか，或は上昇して居る時は其の個体は病原物の侵

入を裳って居るものと考へねばならぬ．此際抗体値の

正常以上の増加そのものは新たなる免疫獲得に向ひつ

つある一つの機伝であるけれども，既に獲得されたる

免疫そのものではないのであって病原物の侵入直前に

その個体の現に享有して居る免疫程度（先実性でも，

後天性でも）の病原物侵入に対する反応でこそある．

此反応（即ち血中抗体の芭帯ぷ上の憎カ日）が立証さ

れて居る聞は病原物の消化管外消化が未だ全く完了せ

ぬ証左であり，此の反応が消失して血中抗体が正常値

に復帰したる時にこそ，病家物の体内破去Pi.I：完了し

たることを意味し，同時に後天的の免疫獲得襟度が最

高度に達成されたことを意味するものと考察されるの

である．此の降期は侵入したる病原物｛免疫元｝の量

や質にも関係すべきは勿論であるが本研ー究の結果及び

教室先人（殊に永井亮二憾土）の報告に依れば大略2

ヶ月にて後天的免疫ii得稼度の最大値に達するものと

考察される．既に立証された様に此の時期（本研究で

は免疫元送入後63日）には血中抗体（増容素）は殆ん

ど正常値に復帰（脅恥王多少上昇せり）して居るのであ

るが，差し此時こそ後天性免疫民主得程度の最頂点に達

したる時であろう．

上述の認識に到達するには所謂『感染試験Jの所見
によりても可能であるが，各種組織液の抗菌力を一つ

の連続したる量として数字的曲線的に標示する研究方 ，

法烏潟教室）と両々相待って要するもので・ある．此

の両者の関聯性、同絡悦1に就ては緒言に述べたるが

如く既に十分なるものである．


